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日本のロック・ポップス界を語る上で欠かせない板倉さん(Key)と古村さん(Saxophone)。 

浜田省吾さんのバック・バンド、「The Fuse」での長年に渡る活動の他、多方面でご活躍のお二人が結

成したユニット、ズカルフ。 ズカルフとして November-Eleventh に初登場の今回は、ちょっと豪華に、 

軽食つきです。次ページのお二人へのインタビューも是非お読みください。(^^) 



 

 

 

マーサメリー（MM）: 9 月 1 日、Late 
Summer Special Live!、よろしくお願いいた
します! 
  
板倉：こちらこそよろしくお願い致します! 
古村：こちらこそ、よろしくお願いいたしま

す。 
 
MM: ズカルフさんは数多くのステージを経験
していますが、今まで印象に残ったライブは? 
  
板倉：自分の還暦と重なった 2016 年の自由が
丘でのライブが印象深いです。 町支寛二さんと
久宝留理子ちゃんがお祝いに駆けつけてくれた

のも嬉しかったです。 
  
古村：んー、やはり最初のステージ? 稲村ヶ崎
の、パナスカイという所で、初めて、ズカルフ

として、ファーストアルバム、レ コ発的な、ラ
イブをやった時かなぁ... 
  
MM: ライブで楽しい!と思う瞬間は? 
  
板倉：毎回同じ曲をやっても、その時の気分や

調子、会場の音響等で全く違う曲想に聴こえた

り するのが楽しいですね。それと何よりもお客
さんの笑顔! 
 
古村：楽しいと思うまでに、結構、時間がかか

ります。やはり、コンスタントに、ライブして 
いくと、いろいろ発見がありつつ、楽しくなっ

ていく感じですかなぁ... ズカルフは、だからこ
れからもっと楽しくなるはずです。 
  
  
MM: リハで大事にすることは何でしょう? 
  
板倉：モニターのコンディションを演奏しやす

い状態に整えることと、指や体のウォーミング 
アップでしょうか。 
  
古村：リハは、あんまり、本気にならないよう

にしてます。  本番に、いろいろ残しておかない
と。 
 
MM:  海辺が似合うお二人ですが、どんな海の
表情がお好きでしょうか。 
  
板倉：海が似合うとは思っていませんが(笑)夕
方の凪いでいる海が好きです。 
  
古村：海似合いますかねぇ。 私は、個人的に、
引き潮の時が好きかも。 
  
MM: ズカルフを色で例えると何色? 
 
板倉：群青色ですかね。 
古村：薄紫... 

  
MM: ライブの見所は? 
  
板倉：ん~、ほとんど動きとかは無いので、二人
のまったりトークですかね? 
  
古村：ゆるいトーク? 
 
MM: では、ライブの聞き所は? 
  
板倉：聴いている分にはゆったりした曲が多いの

ですが、実は結構演奏は大変(笑) ズカルフの曲
とサウンドで、リラックスしたひとときを過ごし

ていただければ。 
  
古村：ゆるそうで、意外と結構、シビアな演奏

と、ゆるいトークの、ギャップかなぁ... 
  
MM: 皆さまにメッセージを!  
  
板倉：ズカルフ初のノヴェンバー・イレブンスで

のライブを、今からとても楽しみにしています 
今回は軽食付きということで、美味しく楽しい夜

を皆さまと過ごせたらと思っておりま す。皆様
のお越しを心よりお待ちしております。  
  
古村：今回は、軽いお食事付き...ですよね ...。 
ゆったり、まったり、楽しんでいただけると思い

ます...私達も、ゆったりまったり、楽しく演奏さ
せていただきますので。 
是非、ゆったりまったり、お越しくださいませ! 
  
 
  
	

 

音楽は時に人に力を与え、心を弾ませ、時に慰め癒すパ

ワーを持っています。そんな豊かな時間を作りたくて、

November Eleventh で企画・ブッキングのお手伝いをさせ

て頂いています。November Eleventh は音楽への愛情が

いっぱい込められた Live Bistro です。  

オーナーはミュージシャン・作曲家の宇崎竜童、作詞家

の阿木燿子夫妻。1996 年より様々なジャンルのライブを

行っており、オーナー試食のもと旬の食材を使ったメニュ

ーやライブイメージの特別料理、ソムリエ厳選のワインも

ご用意してお待ちしております。 

きっと、とびきり楽しいライブになります。是非いらしてくだ

さい。感謝を込めて。 

(有)マーサメリー  Masako Yasutake   masmary.com 


